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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 

  

              病院支部では現在、セット共済・       

        火災共済の加入キャンペーンを実施 

       しています。 

 

          今年8月末までに新規加入された方にはク

オカードをプレゼント！ 

 

 配偶者・お子様、現在加入中の方で保障をアップさ

れた方（条件あり）もキャンペーン対象です。 

  火災共済は見積りをとっていただくだけで500円分

のクオカードがもらえるキャン

ペーンも実施中です。 

   

 詳しくは病院支部書記局まで

お気軽にお問い合わせくださ

い！ 

女子医大労組ボーナス勝ち取る！ 

全職員1ヶ月分支給 更なる労働条件の改善を 

  妥結は組合の要求である

2.1か月を下回りましたが、

最初は1円も出さないと言って

いたわけですから、大きな勝利

です。組合の頑張りが世論を動

かし、世論が理事会を追い詰め

た結果です。これからも医療労

働者の労働条件切り下げを許さ

ない協同の運動を作り出してい

きましょう。 

 8月4日、病院支部はコロナ手当（防疫手当）の改

善を求めて、病院経営本部に対して、衛生局支部

と共同で要請行動を行いました。病院支部からは

駒込分会から3人、広尾分会から2人、コロナ病棟

で働く組合員が参加しました。経営本部からは宮

川職員課長、中野医療人材担当課長が出席しまし

た。駒込分

会の仲間は

当該病棟の

全員が署名

した用紙を渡し「2交代も3交代も同じ夜勤時間なのに手

当が半分、1万2千円も差がつくのはおかしい」、「PPE

は脱ぐときに暴露のリスクが高まる。今まで以上の緊張

感をもって働いている。それなのに金額に差が出るのは

ダブルパンチ」と発言しました。広尾分会の仲間は「3

交代と2交代のミックス勤務を行っていて不公平感があ

る」と現場の状況を経営本部にしっかりと伝えました。 

支給方法を改善し、2交代夜勤を6,000円に 

不公平な手当支給は、現場のやる気を壊す！ 

頑張るぞ！ 

病棟全員の署名を職員課課長に手渡し 


